
地域教育力の向上を目指して 

～小中学校・公民館との連携より～ 

児童学科   芦田 愛五   

１ はじめに 

 岡山県教育委員会の生涯学習課は、「家庭・地域の教育力向上と郷土を支え

る人づくり推進」を掲げている。そして、その中の一つとして「地域が総ぐる

みで子どもの育ちを支える体制整備」を行い、県・市町村の教育委員会が、地

域総ぐるみで子どもを育てる体制を構築し地域社会全体の教育力向上を図ろう

というものである。 

 それを受けて津山市教育委員会生涯学習課においては、様々な取り組みを行

っているが、「公民館で実施する地域の子どもの居場所づくり」の活動はその

一つである。これらの活動に美作大学が地域の方々と連携・協力して子どもた

ちの健全育成と地域力向上に貢献することは大きな意義が期待されるところで

ある。 

 また、岡山県教育委員会の「放課後等学習サポート事業」や「地域学校協働

活動」を受けてここ県北の美作地域においても、小中学校や公民館でも放課後

や土曜日・日曜日、長期休業日に児童生徒の補充学習を学習習慣の定着や学力

向上に繋げていく取り組みを行っている。 

 

２ 公民館で実施する子どもの居場所づくり推進と体験活動 

 津山市では、学校・家庭・地域が互いに連携・協働し、地域をあげて子ども

たちを育てる、地域教育力向上につながる体制の整備や充実を目指している。

そして、公民館において地域の大人や美作大学を中心とした大学生が先生とな

り、夏休み、冬休み、春休み等に子どもを対象とした講座や行事を開催してい

る。この取組には、地域の高校生・中学生にもボランティアとして参加を呼び

かけて、地域ぐるみの活動の輪を広げている。 

 子どもたちが、人とのふれあいや交流を通じて郷土愛を育み、自己肯定感を

高めていけるように、各公民館での特色ある活動を実施している。 

  

３ 今年度の取組から…公民館を中心に 

① 河辺公民館 

毎年、夏休みに学校の宿題や自由勉強の支援をしている「夏休み河辺ゆう

ゆう学級」では、お盆休み前の 4日間公民館に出向いて学習支援を行っ

た。また、乳幼児の親子を対象とした「親子クラブ・河辺すくすく会」事

業の「託児」にも昨年度から取り組んでいる。 

 



河辺公民館 ゆうゆう学級  

 

※ ボランティア参加人数 （学生延べ 1９名）、（地域の元教員延べ 12名） 

【8月 5日（月）4名】【6日（火）4名】【7日（水）７名】【8日（木）４名】 

※ 学習支援ボランティアが多いときは、参加児童に 1対 1で支援ができた。 

そのおかげで、低学年の児童には好評であった。 

※ 夏休みの宿題を中心に学習 

夏休みの友、作文、感想文、公民館で用意したプリント、持参した問題

集、ドリル 

学習の様子 

 

 

 

地域の元教員も毎年参加されます。子どもたちにとってはおじいちゃんおばあちゃ

んのような存在。やさしく見守るように教えてもらっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

マッチ棒を動かして・・・答えを教えたいけども、 

しっかりと児童に考えさせています。 

 学生も、声掛け・支援のタイミングが上手く 

なっています。 

 

 

② 広野公民館 

広野公民館には、今年度初めて出かけた。新しい公民館長になり、津山市の

「子どもの居場所づくり」に積極的に取り組んでいる。 

「津山子ども未来塾」「広野子ども教室チャレンジャー」等様々な事業を「子ど

もの居場所づくり」に盛り込み、地域住民、公民館の講座生、中高生、美作大学

の学生等を講師やボランティアとして活用して事業を展開していく取組である。こ

れは、美作大学の「地域生活科学研究所」の地域に貢献するというねらいそのも

のである。 

① 夏休みの取組 

「夏休みの宿題をやっつけよう大作戦」 

  ・8月 5日（月）学生 2名参加 、 8月 23日（金）学生 1参加 

  ・学習後は、愛育委員さんと一緒に昼食を作って会食する。 

  ・5日は、河辺公民館のゆうゆう学級と同日の開催で、しかも学生は、テスト期 

間中でもあったが、都合をつけて参加。 

 8 月 5 日（月） 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                       夏休みの宿題や絵手紙の体験学習 

公民館の絵手紙教室講座生の皆さんが       終了後は、みんなでカレー作り。   

講師として指導。ボランティアの中学生や      小学校・中学校の先生も一緒に 

大学生も挑戦しました。                 テーブルを囲んでいただきます。 

                     

 

 

 

 

 

 

 

 8月 23日（金） 

 前回同様に宿題等の勉強から始めて、絵手紙体験に挑戦。ボランティアの地元元

教員や大学の学生も教員も初体験。児童のようにダイナミックに描けません。 

                     

そーめん流し。 

                      ソーメン流し 

                           夏の風情を体験 

 竹は館長が準備 

                                 

           

   最後は、愛育委員の皆さんが準備してくださったソーメンをいただきます。 



夏休みの取組・・・成果と課題 

 〇 広野小学校の児童を中心に公民館での夏休みの宿題を完成させる補助を

中心に行った。 

〇 今回のプロジェクトには小学校から児童に募集案内状を配布して頂く等

当初より大変協力していただいた。 

〇 期間中には校長や教職員の訪問もあり、昼食を児童と共にするなどの協

力関係を強めることができた。               

〇 児童の保護者からも、工作指導の提案があり予定日数を増やして実施で

きた。 

〇 もう少し早く準備に着手し、中学校や高校との連携を図りたかった。 

〇 地域の大人のボランテイァの方々と顔見知りになり、校外での安全面で

も今後に期待ができそうである。                        

〇 小学校に今回作成した児童の作品を展示していると小学校より連絡があ

った。多くの児童や先生方にこのプロジェクトの啓発にもなっているこ

とが期待できる。 

〇 学生や地域のボランティアの方々、絵手紙教室の講師の方々、愛育委員

の皆さんの協力は、非常にありがたい。  

  

② 冬休みの取組

 



 

 

 

                         

                      

冬休みの宿題に取組む児童と 

指導に当たる学生 

                           

 

宿題を済ませてみんなで書初めを。 

１・２年生は、別室で硬筆の書初めを。   

 書道の先生は、各学年をまわって指導。      中学生も一緒に書きました               

                      

最後は、百人一首に挑戦   百人一首は大学から 4 セット持参して 

 

 

                        

 

 

 

 

 

      

      

                           続いてグループごとに 

   みんなで一斉に札を取ります。          読み手は、大学生。 

読み手は、小学校の校長先生。 

 



子ども未来塾（冬休み） 広野小学校児童参加者数  合計 45人 

1年生 13人 2年生 6人 3年生 4人 4年生 12人  5年生 6人 6年生 4人 

〇2学期終業式後に公民館に集まって昼食を共にしてから課題にとりかかった。 

〇今回も、食事作りに愛育委員会の協力を頂いた。 

〇書初めには書家や書道教室の講師による指導を受けることが出来た。 

〇今回は、林野高校 1名、東中学校の生徒 5名のボランティアがあった。 

〇百人一首では、小学校校長に詠み手を務めて頂き盛り上がり、「もう少し続けた

い」と声が上がった。 

〇今回のプロジェクトでも小学校で、児童に募集案内状を配布して頂いた。 

〇東中学校校長、広野小学校校長や教職員の訪問もあった。 

 

③ 春休みの取組 

 

今年度初めて、春休みの教室を広野公民館と東公民館が計画した。 

新型コロナの影響を受け、津山市内の小中学校は、3月 2日より休校になってしまっ

た。休校までに、広野公民館では既に、春休みの計画を立てていて、広野小学校と津

山東中学校に、それぞれポスターを掲示してもらい、チラシも児童生徒に配布してい

た。美作大学でも津山市教育委員会及び両公民館長と連絡を取り合い、打ち合わせ

も行って学生ボランティアを両公民館に派遣するように確保できていた。 

 東公民館では、児童にチラシ配布もできないまま休校となり、実施不可能となった。 

 広野公民館では、このような状況で参加児童は少なかったが、計画通りに実施した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

                        愛育委員の皆さんがカレーを 

                作ってくださいました。 

 愛育委員の皆さんに自己紹介をして 

 もらい、お礼を言っておいしく 

いただきました。 

 

  私たちも児童、生徒やボランティア 

 の皆さんと一緒にいただきました。 

 おかわりもできました 

 

。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

                       中学校の教頭先生、教育委員会 

生涯学習課の担当の方の姿も 

見えます。 

 

中学生のボランティアの姿も見えます。 

小学生と触れ合ったり、学校の課題に 

取り組んだりする中学生です 

 

 

 

昼食後は、学生や地域の 

ボランティアの方と一緒に 

プリントや問題集に取組ました。 

児童は、個別の対応をして 

もらえます。 



最後の活動はいよいよ救命救急。参加者全員が心臓マッサージ等に挑戦です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

小学生も挑戦。               中学生も１、２、３、４・・・と 

大学生がそっと体を支えて         声を出しながら心臓マッサージ。 

やっています。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

  愛育委員の皆さんも挑戦です。     小学生は何度も挑戦。腕を伸ばして 

  消防署員に質問もしながら真剣に    手の平をうまく使って胸に当てています。 

  取り組んでいます。          とっても上手になりました。 

 

〇救急救命のやり方を消防署員から指導を受けることが出来た。市内で火災が複

数発生し、時間がずれ込んだが、消防団の指導者も来ていただき、心臓圧迫や

救急車の呼び方等の指導を受けることが出来た。 

〇美作大学学生、元教員、中高生、大人のボランテイァによる手厚い指導、助言が

出来た。 

〇昼食を共に和やかにしてから課題にとりかかれた。 

〇今回も、食事作りに愛育委員会の協力を頂いた。また、東中学校の生徒のボラン

ティアもあった。 

〇東中学校校長、広野小学校校長や教職員を始め、市の職員、市会議員や 国会

議員秘書も応援に訪問して頂いた。 



③ その他 

・毎年、岡山県教育委員会の「放課後等学習サポート事業」を受けて、鏡野南小学

校で学習支援を行っている。鏡野教育委員会の田中指導主事には何度か研究室

に足を運んでいただき、学生も含めて打ち合わせを行った。新型コロナウイルスのた

め 3月の支援ができなかった。 

 

次の公民館や中学校等にも学習支援ボランティアに参加した。 

・中央公民館 ・城西公民館 ・東公民館 ・佐良山公民館 ・大崎公民館 

・美作市立美作中学校 ・PTA連合会研修会 

 

４ 最後に 

国立教育政策研究所 社会教育実践研究センター主催の「平成 27年度地域教育

力を高めるボランティアセミナー」に平成 28年 3月 3日・4日に参加した。 

この時の資料に改めて目を通してみると、当時の課題が少しずつ改善されている。 

① 学生への交通費の補助及びタクシーの利用 

② 生涯学習課及び公民館との連携 

③ 研修時間の確保 

④ 地域教育力の向上への貢献 である。 

地域との連携を長く続けてきた甲斐があり、地域教育力にささやかながらも美作大

学として貢献していると自負している。今後コロナの影響でどこまでできるか不安では

あるが、2020年度も引き続き関係機関と連携をとり、地域教育力の向上に努めたい。 

 

 

 

 

 

 


